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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和３年９月1日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

６月に図書館俳句ポストへ応募された中から

選ばれた作品です。お題は「蝸牛」。 
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白鳥とコウモリ  東野 圭吾／著 

５２ヘルツのクジラたち 町田 そのこ／著 

小説８０５０  林 真理子／著 

にぎやかな楽日  朝倉 かすみ／著 

魂手形   宮部 みゆき／著 

オムニバス  誉田 哲也／著 

琥珀の夏  辻村 深月／著 

クララとお日さま カズオ・イシグロ／著 

ドキュメント  湊 かなえ／著 

疼くひと  松井 久子／著 
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出版社のウェブ連載をまとめた著者のデビュー作。 

心の揺れ・場の空気感・誰かの意外な一面に、菌やウイルス、漢方薬から音楽まで。プロフィールには

精神科医 など。と紹介されている星野さんの、活動範囲の広さをうかがわせる多岐にわたるエピソード。

ここに共通するのは、タイトルにもなっている「ないようである」という独特な視点。「ない」でもなく

「ある」とも言い切れない、味の決め手のようなもの。そこにピントを合わせ、日々を面白がっている様

子がとても楽しいエッセイです。 

軽やかに、あえて曖昧なまま、まとまらないままに表現した、という文章に心がほぐれます。 

 

タイトル：「ないようである、 
かもしれない」 

タイトル：「かわにくまがおっこちた」 

コロナ禍で思うように遊びに行くこともできない今、わくわくするような冒険に連れて行ってく

れる絵本を見つけました。 

ある日川に落っこちたクマは丸太ごと流されて、途中でいろんな仲間と道連れになり、川をどんど

ん下っていきます。ゆっくり始まり、徐々に加速していくスリル満点の展開は、まさに読むジェッ

トコースター！ 最後は笑って、とても爽快な気分になりました。 

ふだんはべつべつに生きているけれど、実はみんな 1 本の川でつながっているという、大切なメ

ッセージもこめられた素敵な 1冊です。 

 原田マハさんの小説は読んだあとに関連の美術本を合わせて読むととっても面白いのです

が、『デトロイト美術館の奇跡』は関連本の所蔵がなかったため残念に思っていました。 

ところが、嬉しいことに今年に入ってからこの本が寄贈本として湯川図書室にやって来たの

です。展覧会用のカタログですので、小説に出てきた作品はもちろん他の所蔵品もたっぷり

鑑賞でき、美術館の建物の様子やデトロイターとしての誇りを持つ美術館関係者のお話など

もあり大満足の内容でした。ぜひ、小説と合わせてお楽しみください。 

著者：星野 概念  出版社：ミシマ社 （2021 年 2 月） 

著者：リチャード・T．モリス 絵：レウィン・ファムＢ 出版社：岩崎書店 （2019 年 8 月） 

タイトル：「デトロイト美術館展」 

監修：千足 伸行  出版社：産経新聞社 （2016 年） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の七五三 (ph004018) 

 七五三詣は本来 11月 15日の行事ですが、冬の訪れが早い道内では 10月にお参りする姿が多く見られます。

昭和 22年に函館市内の神社が 11月 3日に繰り上げ、26年からは全道いっせいに 1ヵ月繰り上げて 10月 15日

に行われることになりました。 

（参考：北海道新聞 昭和 22年 11月 4日、昭和 26年 10月 18日） 
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小路幸也氏講演会 

広瀬克也氏講演会 

 

10/2(土) 
14：00開演 

事前申込終了しています 

10/7(木) 
 13：30開演 

演題：「物語を 

    楽しむために」 

 

９
月
は
緊
急
事
態
宣
言
で
、
北
海
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休
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。
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行
っ
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。
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ク
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徹
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お
願
い
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作
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演題：「ぼくと妖怪絵本」 



  

 

 

 

 

北海道出身の版画 絵本作家 手島圭三郎さんのオススメ絵本を紹介します。 

《プロフィール》 手島 圭三郎さん（てじま けいざぶろう）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1935 年紋別市生まれ、江別市在住。北海道学芸大学卒業後 20 年にわたり教員を務めた

後に版画作家として独立。北海道の自然や動植物を題材に木版画による絵本を製作し、

日本だけでなく世界から高い評価を得ています。今年で引退することを決められ、自身

40 冊目の『きたきつねとはるのいのち』を 4月に出版されました。 

 

手島 圭三郎／絵・文 

絵本塾出版 

2021 年 4 月出版 

請求記号：Eテシ  

棚：児童３～６ 

『カムイチカプ』 

藤村 久和／文 

手島 圭三郎／絵 

絵本塾出版 

2010 年 5 月出版 

請求記号：Eテシ  

棚：児童３～６ 

アイヌ文化の伝承者である故・四宅ヤエさんが

語ったアイヌ・ユーカラ（叙事詩）を描いた、

カムイ・ユーカラシリーズ（全 5巻）の第 1作。

「カムイチカプ」とは、アイヌ語で「神の鳥」、

シマフクロウのことを意味します。この作品は

村を見守っているシマフクロウの神と海を渡

るシャチの一族とのお話が、迫力のある絵で見

事に表現されています。 

 

 

《 原 画 展 の お 知 ら せ 》 

１０月３０日（土）～ １１月２２日（月）まで、函館市中央図書館１階・児童コーナーにて、 

『きたきつねとはるのいのち』の原画展を開催いたします。ぜひご来館ください。 

また、児童コーナーには、手島さんの版画や絵本があります。そちらもぜひご覧ください。 

今年 4月に刊行された手島さん 40 冊目の

作品です。まだ深い雪で覆われた北海道の

3月、きたきつねのおすは生まれた子ども

のために食べ物を探しにでかけます。  

そこで見た他の動物たちの様子、厳しい冬

を生き抜いた動物たちの喜びが描かれてい

ます。 

『きたきつねとはるのいのち』 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784904716069

